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Day４ July 28(Sat.), 2012 

 

  今日は土曜日。アシュバートンカレッジもお休みです。抜けるように青い空のもと、生

徒たちは、ホストファミリーと一日を過ごします。 

この週末をどこで、どんなことをするのかは、それぞれの家で違います。 

 こちらで最初に感じたことですが、アシュバートンカレ

ッジでは様々な人種の生徒が学んでいるためか、日本から

来た私たちにも、とてもフレンドリーです。きっと、生徒

たちも、ホストファミリーと良い週末を過ごしていること

でしょう。そして、どの経験も、生徒のみんなにとっては、

かけがえのない経験です。 

さて、ニュージーランドに最初に到来した人間は、今か

ら 1000年前ころにカヌーで移住してきた、マオリ族と言わ

れています。マオリの人々は文字を持たず、自分たちの歴史は口伝えで残してきています。

しかし、壁画や、彫刻といった物を残しており、黒と赤で描かれた壁画は現地で保護され

ていたり、国内各地の文化施設で保管されたりするなど、

大切に扱われています。写真はその壁画です。ちなみに、

今週はマオリ語週間らしく、テレビの天気予報の地名がす

べてマオリ語読みになっていました。このホームステイが、

英語の勉強だけでなく、民族や人種の問題についても考え

るきっかけになってくれればと思います。 

 

 

Day５ July 29(Sun.) 

 

 今日も、ホストファミリーと過ごす週末です。ホス

トファミリーとの会話のなかで、英語を聞き取れな

い悔しさや、言いたいことが表現できないもどかし

さを感じながらも、だんだん耳も口も英語の環境に

慣れてきた頃かと思います。失敗を恐れずに、積極

的に会話をしていてほしいと思います。 

ところで、ニュージーランドでは、広大な敷地を

利用した羊の放牧がいたるところで見られます。ま

た、イギリス文化の色が強いため、fish & chipsとい

われるファストフードを売る店があちこちにあります。一人分頼むと、揚げた切り身の白

身魚(タラなど)１つとジャガイモ６個分はあろうかという、日本では考えられない量のポテ

トが出てきます。朝昼晩３食分はあるのではないかというほど。それで値段は日本円にし

て３５０円程度です。ハンバーガーなども、日本のハンバーガー３つ分はあるかというサ

イズ。ちょっとしたファストフードにも文化の違いが見て取れます。生徒のみんなは、こ

の週末に fish & chips にチャレンジしているでしょうか？明日は元気に、週末の報告をし

てくれることを楽しみにしています。 


